
27  美楽11月号 2024

地球という名前の「星命体」 43

文
　

内
藤 

克
彦   text  by K

atsuhiko N
aito

気
候
変
動
は
、
地
球
の
水
資
源
や
農
業

生
産
の
分
布
、
居
住
適
地
の
分
布
に

変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、
国
際
間

の
ス
ト
レ
ス
拡
大
や
気
候
難
民
を
発
生
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
海
洋
に
囲
ま
れ
、
地
政
学
的
な

変
化
の
影
響
を
実
感
し
に
く
い
が
、
大
陸
に

立
地
し
、
地
続
き
で
つ
な
が
っ
て
い
る
国
々

の
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
間
の
ス
ト
レ

ス
増
大
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

日
本
人
の
常
識
感
か
ら
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
一
部
科
学
者
の
最
悪
想
定
に
過
ぎ
な
い
、

と
の
声
も
聞
こ
え
そ
う
で
あ
る
が
、
米
国
国

防
省
で
は
、
か
な
り
前
か
ら
真
剣
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
２
０
０
３
年
に
米
国
国
防
省
が

ま
と
め
た
報
告
「
急
激
な
気
候
変
動
の
シ
ナ

リ
オ
と
米
国
の
国
家
安
全
保
障
へ
の
影
響
」

で
は
、
既
に
、
映
画
『
デ
イ
・
ア
フ
タ
ー
・

ト
ゥ
モ
ロ
ー
』
で
1
年
後
に
描
か
れ
た
よ
う

な
変
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
で

は
、
温
暖
化
が
起
こ
る
証
拠
は
十
分
に
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
変
化
は
緩
や
か
で
あ
っ
た

と
し
な
が
ら
も
、「
最
近
の
研
究
で
は
、
こ
の

緩
や
か
な
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
海
流
が
比

較
的
急
激
に
減
速
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。「
そ
の
結
果
、
現
在
、
世

界
の
食
糧
生
産
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て

い
る
特
定
の
地
域
で
、
冬
の
天
候
が
厳
し
く

な
り
、
土
壌
水
分
が
急
激
に
減
少
し
、
風
が

よ
り
強
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
準
備
が
不

十
分
で
あ
れ
ば
、
地
球
環
境
に
対
す
る
人
間

の
収
容
力
が
大
幅
に
低
下
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
温
暖
化

で
メ
キ
シ
コ
湾
流
の
速
度
が
低
下
し
、
高
緯

度
の
割
に
温
暖
で
あ
っ
た
米
国
東
部
・
欧
州

の
気
温
が
低
下
し
地
域
的
小
氷
河
期
を
招
来

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
球
の
人
口
収
容
力

の
低
下
、
国
際
緊
張
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と

の
警
鐘
で
あ
る
。
米
軍
は
、
そ
の
後
も
、
米

国
の
陸
海
空
軍
+
海
兵
隊
の
退
役
将
軍
か
ら

な
る
軍
事
諮
問
委
員
会
を
作
り
、「
国
家
安
全

保
障
と
気
候
変
動
の
脅
威
」
と
い
う
報
告
を

07
年
に
ま
と
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア

関
係
で
は
、「
世
界
人
口
の
40
％
は
、
飲
料

水
の
少
な
く
と
も
半
分
を
山
岳
氷
河
の
夏
の

融
解
水
か
ら
得
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
氷
河

は
縮
小
し
て
お
り
、
数
十
年
以
内
に
消
滅
す

る
恐
れ
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
主
要
河
川
の
い
く

つ
か
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
源
を
発
し
て
い

る
。
南
極
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
次
い
で
世

界
で
3
番
目
に
大
き
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
巨

大
な
氷
床
が
今
後
も
溶
け
続
け
れ
ば
ア
ジ
ア

の
多
く
の
地
域
の
水
供
給
が
劇
的
に
変
化
す

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
17
年
に
は

米
国
情
報
機
関
の
連
合
体
で
あ
る
「N

ational 

Intelligence Council

」
も
「
予
想
さ
れ
る

気
候
変
動
が
米
国
の
国
家
安
全
保
障
に
与
え

る
影
響
」
に
よ
り
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

07
年
の
軍
事
諮
問
委
員
会
の
報
告
で
、
委
員

長
の
元
米
陸
軍
参
謀
総
長
は
、「
我
々
は
傍
観

者
で
、
率
直
に
言
っ
て
科
学
の
完
璧
さ
を
求

め
て
い
た
」。
し
か
し
、「
１
０
０
％
の
確
信

な
ど
決
し
て
得
ら
れ
な
い
。
１
０
０
％
の
確

信
が
得
ら
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
た
ら
、
戦
場

で
は
何
か
悪
い
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
我
々
の
経
験
で
あ
る
。
不
完
全
な
情
報

を
も
っ
て
行
動
に
移
す
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
う
い
う
感
覚
は
、
腰
の
重
い
、

今
の
日
本
の
政
治
家
や
経
済
人
に
欠
け
て
い

る
と
こ
ろ
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、

同
委
員
の
元
海
軍

宇
宙
司
令
部
司
令

官
は
、「
特
定
の

人
物
や
利
益
団
体

に
納
得
し
た
の
で

は
な
く
、
デ
ー
タ

に
納
得
し
た
の

だ
」
と
言
っ
て
い

る
。
人
で
は
な
く

デ
ー
タ
に
基
づ
く

科
学
的
判
断
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
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